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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成26年1月16日(2014.1.16)

【公開番号】特開2013-21517(P2013-21517A)
【公開日】平成25年1月31日(2013.1.31)
【年通号数】公開・登録公報2013-005
【出願番号】特願2011-153403(P2011-153403)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｎ   1/46     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   1/60     (2006.01)
   Ｂ４１Ｊ   2/21     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｎ   1/46    　　　Ｚ
   Ｈ０４Ｎ   1/40    　　　Ｄ
   Ｂ４１Ｊ   3/04    １０１Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成25年11月21日(2013.11.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５４】
　分版条件決定部５２は、色材使用量推定部５０により推定されたインク２２の総使用量
と、影響度推定部４８により推定された視覚的効果の影響度（粒状度σ）とに基づいて、
注目画素１０２での分版条件ＳＣｆｉｘを決定する。分版条件決定部５２は、分版条件Ｓ
Ｃｆｉｘの適合条件を設定する適合条件設定部８２と、該適合条件設定部８２により設定
された適合条件に従って比較分版条件ＳＣｃの適否を判別する適否判別部８４と、適否判
別部８４による判別結果に応じて現時点でのインク２２の総使用量に対する調整量を決定
する調整量決定部８６とを備える。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０２】
　続いて、本実施の形態に係る分版条件設定部４０の変形例について、図１２～図１７を
参照しながら説明する。なお、本実施の形態と同一の構成要素については、同一の参照符
号を付し、その説明を省略する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１８】
　図１５Ａは、基準分版条件ＳＣｓの下における画像の粒状度マップ（基準粒状度マップ
ＧＭｓ）を表すグラフである。なお、グラフのＸ軸及びＹ軸は、各分割領域１４０の位置
を表している。この基準粒状度マップＧＭｓは、画像領域１００の各位置に応じた粒状度
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σの基準値に相当する。一方、図１５Ｂは、比較分版条件ＳＣｃの下における画像の粒状
度マップ（比較粒状度マップＧＭｃ）を表すグラフである。図１５Ａ及び図１５Ｂを対比
すると、画像領域１００全体にわたって粒状度σが大きいことが諒解される。
【手続補正４】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ｎ（ｎは、２以上の整数である。）種類の色材を用いて、画像形成装置により出力画像
を形成すべく、ｍ（ｍは、１以上の整数である。）種類のカラーチャンネルで構成される
複数の画素を表す第１色信号を、前記各色材の使用量にそれぞれ対応付けられたｎ種類の
カラーチャンネルで構成される複数の画素を表す第２色信号に色変換するための分版条件
を決定する分版条件決定装置であって、
　前記複数の画素から注目画素を抽出する注目画素抽出部と、
　前記注目画素抽出部により抽出された前記注目画素の色と前記注目画素の少なくとも１
つの周辺画素の各色との配置関係下における、前記注目画素に与える視覚的効果の影響度
を推定する影響度推定部と、
　前記注目画素内における前記ｎ種類の色材の総使用量を推定する使用量推定部と、
　前記影響度推定部により推定された前記視覚的効果の影響度と、前記使用量推定部によ
り推定された前記ｎ種類の色材の総使用量とに基づいて、前記注目画素での分版条件を決
定する分版条件決定部と
　を有することを特徴とする分版条件決定装置。
【請求項２】
　請求項１記載の装置において、
　前記視覚的効果の影響度には、人間の視覚における、空間周波数応答特性、色分解能、
明度対比効果、彩度対比効果、色相対比効果、及び補色対比効果のうち少なくとも１つが
含まれることを特徴とする分版条件決定装置。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載の装置において、
　前記分版条件決定部は、前記第１色信号における前記注目画素の色が、前記第２色信号
における前記注目画素の色に、デバイス非依存色空間上で略一致するように前記分版条件
を決定することを特徴とする分版条件決定装置。
【請求項４】
　請求項１又は２に記載の装置において、
　前記影響度推定部は、前記画像形成装置の出力解像度に応じて異なる数の前記周辺画素
を用いて、前記視覚的効果の影響度を推定することを特徴とする分版条件決定装置。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれか１項に記載の装置において、
　前記分版条件決定部は、
　前記画像形成装置の出力特性及び前記第１色信号に基づいて前記影響度推定部によりそ
れぞれ推定された前記視覚的効果の影響度である、基準分版条件の下での基準影響度と、
比較分版条件の下での比較影響度とを比較することで前記比較分版条件の適否を判別する
適否判別部を備える
　ことを特徴とする分版条件決定装置。
【請求項６】
　請求項５記載の装置において、
　前記影響度推定部に供給しようとする前記比較分版条件を前記適否判別部による判別結
果に応じて変更する分版条件変更部を有することを特徴とする分版条件決定装置。
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【請求項７】
　請求項６記載の装置において、
　前記分版条件決定部は、前記分版条件に対する所定の適合条件を設定する適合条件設定
部をさらに備え、
　前記適合条件設定部により設定された前記適合条件に従って、前記分版条件変更部によ
る前記比較分版条件の変更、前記影響度推定部による前記視覚的効果の影響度の推定、及
び前記適否判別部による適否の判別を順次繰り返して前記分版条件を決定する
　ことを特徴とする分版条件決定装置。
【請求項８】
　請求項１～７のいずれか１項に記載の装置において、
　前記影響度推定部は、人間の視覚応答特性に応じた粒状度を用いて前記視覚的効果の影
響度を推定することを特徴とする分版条件決定装置。
【請求項９】
　請求項８記載の装置において、
　前記影響度推定部は、
　前記画像形成装置の出力特性に基づいて前記出力画像の色再現を模擬する模擬画像を作
成する模擬画像作成部と、
　前記模擬画像作成部により作成された前記模擬画像に基づいて前記粒状度を算出する粒
状度算出部と、をさらに備える
　ことを特徴とする分版条件決定装置。
【請求項１０】
　請求項９記載の装置において、
　前記模擬画像作成部は、前記第１色信号よりも高い解像度を有する前記模擬画像を作成
することを特徴とする分版条件決定装置。
【請求項１１】
　請求項９又は１０に記載の装置において、
　前記粒状度算出部は、前記模擬画像の画素毎に前記出力画像の測色値をそれぞれ予測し
、各前記測色値に基づいて前記粒状度を推定することを特徴とする分版条件決定装置。
【請求項１２】
　請求項８～１１のいずれか１項に記載の装置において、
　前記影響度推定部は、前記出力画像に関する少なくとも１つの画像評価値と、前記粒状
度とを用いて前記視覚的効果の影響度を推定することを特徴とする分版条件決定装置。
【請求項１３】
　請求項１２記載の装置において、
　前記少なくとも１つの画像評価値には、前記ｎ種類の色材の総使用量が含まれることを
特徴とする分版条件決定装置。
【請求項１４】
　請求項１２又は１３に記載の装置において、
　前記少なくとも１つの画像評価値には、ジャギーの視認度を定量化した評価値が含まれ
ることを特徴とする分版条件決定装置。
【請求項１５】
　ｎ（ｎは、２以上の整数である。）種類の色材を用いて、画像形成装置により出力画像
を形成すべく、ｍ（ｍは、１以上の整数である。）種類のカラーチャンネルで構成される
複数の画素を表す第１色信号を、前記各色材の使用量にそれぞれ対応付けられたｎ種類の
カラーチャンネルで構成される複数の画素を表す第２色信号に色変換するための分版条件
を決定する分版条件決定方法であって、
　前記複数の画素から注目画素を抽出するステップと、
　抽出された前記注目画素の色と前記注目画素の少なくとも１つの周辺画素の各色との配
置関係下における、前記注目画素に与える視覚的効果の影響度を推定するステップと、
　前記注目画素内における前記ｎ種類の色材の総使用量を推定するステップと、
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　それぞれ推定された前記視覚的効果の影響度と、前記ｎ種類の色材の総使用量とに基づ
いて、前記注目画素での分版条件を決定するステップと
　をコンピュータに実行させることを特徴とする分版条件決定方法。
【請求項１６】
　ｎ（ｎは、２以上の整数である。）種類の色材を用いて、画像形成装置により出力画像
を形成すべく、ｍ（ｍは、１以上の整数である。）種類のカラーチャンネルで構成される
複数の画素を表す第１色信号を、前記各色材の使用量にそれぞれ対応付けられたｎ種類の
カラーチャンネルで構成される複数の画素を表す第２色信号に色変換するための分版条件
を決定するためのプログラムであって、
　コンピュータを、
　前記複数の画素から注目画素を抽出する注目画素抽出部、
　前記注目画素抽出部により抽出された前記注目画素の色と前記注目画素の少なくとも１
つの周辺画素の各色との配置関係下における、前記注目画素に与える視覚的効果の影響度
を推定する影響度推定部、
　前記注目画素内における前記ｎ種類の色材の総使用量を推定する使用量推定部、
　前記影響度推定部により推定された前記視覚的効果の影響度と、前記使用量推定部によ
り推定された前記ｎ種類の色材の総使用量とに基づいて、前記注目画素での分版条件を決
定する分版条件決定部
　として機能させることを特徴とするプログラム。
【手続補正５】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図１２】
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